
　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、

メ
ー
カ
ー
の
生
産
現
場
に
お
い
て
は
、さ

ら
な
る
コ
ス
ト
削
減
と
高
品
質
化
を
実

現
し
、国
際
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。こ
う
し

た
要
請
に
応
え
る
レ
ベ
ル
セ
ン
サ
の
製
造

販
売
を
通
じ
て
、生
産
プ
ロ
セ
ス
の
自

動
化
・
効
率
化
に
貢
献
す
る
の
が
関
西

オ
ー
ト
メ
イ
シ
ョ
ン
株
式
会
社
だ
。レ
ベ

ル
セ
ン
サ
と
は
、タ
ン
ク
な
ど
の
容
器
に

入
っ
た
物
質（
粉
・
粒
・
液
体
）の
質
量
・

体
積
を
計
測
・
表
示
す
る
制
御
機
器
。

化
学
・
食
品
・
飲
料
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

産
業
分
野
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

同
社
の
主
力
製
品
に
は
、タ
ン
ク
内

の
物
質
の
有
無
を
ポ
イ
ン
ト
で
検
出
す

る
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ
、物
質
の
質
量
・
体

積
を
連
続
的
に
測
定
す
る
レ
ベ
ル
メ
ー

タ
、タ
ン
ク
に
物
質
を
送
る
配
管
内
の

流
れ
を
検
知
す
る
フ
ロ
ー
セ
ン
サ
な
ど

が
あ
り
、一
部
を
除
き
こ
れ
ら
は
す
べ
て

自
社
工
場
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。

 

「
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
精
度

や
仕
様
は
さ
ま
ざ
ま
。ま
た
短
納
期
の

ご
注
文
も
あ
り
ま
す
の
で
、そ
う
し
た

ご
要
望
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た

め
、製
品
に
責
任
が
持
て
る
自
社
生
産

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
」（
宮
坂
氏
）

　

こ
の
ほ
か
近
年
関
心
が
高
ま
る
エ
コ

関
連
機
器
と
し
て
、工
場
な
ど
の
排
ガ

ス
に
含
ま
れ
る
煤
塵
濃
度
を
測
定
す
る

ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
ー
も
好
評
だ
。

　

設
立
以
来
、同
社
は
業
界
の
草
分
け

的
存
在
と
し
て
、静
電
容
量
式
レ
ベ
ル

計
な
ど
数
々
の
独
自
製
品
を
開
発
。国

内
で
３
本
の
指
に
数
え
ら
れ
る
実
力
派

企
業
と
し
て
成
長
し
て
き
た
。

 

「
こ
の
間
に
培
っ
た
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
は
、高
精
度
・
低
価
格
・
短
納
期
の

要
望
に
応
え
る
当
社
の
武
器
。今
、こ

れ
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、総
合
研

究
所
に
お
い
て
研
究
開
発
を
進
め
る
と

同
時
に
、同
志
社
大
学
を
は
じ
め
と
す

る
産
学
連
携
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」（
宮
坂
氏
）

　

こ
う
し
た
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
挑
戦
を

通
じ
て
、オ
リ
ジ
ナ
ル・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

創
造
を
目
指
す
の
が
同
社
の
戦
略
だ
。

そ
の
成
果
と
し
て
、08
年
に
は
世
界
特

許
を
取
得
し
た
粉
体
用
レ
ベ
ル
ス
イ
ッ
チ

「
ス
イ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
」の
開
発
に
成
功
。

昨
年
10
月
に
は『
大
阪
も
の
づ
く
り
優

良
企
業
賞
２
０
１
０
』を
受
賞
し
た
。

　

計
測
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、同

社
は
こ
の
局
面
を
積
極
的
か
つ
柔
軟
な

取
り
組
み
で
乗
り
切
る
構
え
だ
。

 

「
メ
ー
カ
ー
の
生
産
拠
点
が
海
外
へ
移
っ

て
い
る
現
状
で
は
国
内
市
場
の
み
な
ら

ず
、海
外
へ
の
輸
出
も
視
野
に
入
れ
、当

面
は
国
内
に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
海
外

市
場
に
も
活
路
を
開
く
方
針
で
す
」

（
宮
坂
氏
）

　

現
在
、中
国
、韓
国
、タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム

な
ど
に
海
外
代
理
店
を
設
置
し
て
い

る
。

　

同
社
は
、人
材
育
成
で
も
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。大
学
教
授
や

講
師
に
よ
る
社
員
教
育
や
、職
業
能
力

開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
な
ど
、

社
内
外
で
自
己
研
鑽
の
場
を
提
供
し

て
い
る
。

高精度レベルセンサの提供を通じて、
生産プロセスの自動化・効率化に貢献

独自技術を核に、レベルセンサの専門メーカーとしてアグレッシブに事業を展開する関西オートメイション株式会社。
同社の代表取締役社長　宮坂典央氏に、経営戦略や今後の展望などをうかがった。

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
挑
戦
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
創
造

さ
ま
ざ
ま
な
産
業
分
野
に
貢
献
す
る

粉
・
粒
・
液
体
レ
ベ
ル
セ
ン
サ
を
提
供

関西オートメイション株式会社 本社:〒530-0056
大阪市北区兎我野町2‐14

電話 06‐6312‐2071
http://www.kansai-automation.co.jp
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●総社員数：82名（2011年１月31日現在） 
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●事業内容：レベル制御機器の開発・設計・製造・販売
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